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研究成果の概要（和文）： 今回の研究課題では、阪神淡路大震災と東日本大震災の二つの大震災で復興支援に
関わってきた学生たちがその経験をどのように受容し、社会に寄与できているのか、またその際の課題について
解明する事であった。東日本大震災の復興支援活動に関わった学生たちの復興支援活動の可能性について見出さ
れたこととしては、「直接的な支援」活動と共に、「間接的な支援」活動が新たに拡がってきていることが分か
った。阪神淡路大震災当時から比較すれば、経済的、社会的な環境は変化してきている。
　「被災地に寄り添い続ける」という目的は双方の若者の復興支援活動の根底にあるが、その活動の内容につい
ては多様化してきていることが分かった。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I would like to clarify how students involved in 
reconstruction assistance by the Great East Japan Earthquake could accept their experiences, 
contribute to society, and problems. I also focused on the people who experienced the reconstruction
 assistance by the Great Hanshin Awaji Earthquake because they were leaders or specialists for this 
assistance in Tohoku area since March 11, 2011.
Now I found “the study for the youth through the experiences of the volunteers in Tohoku area”. I 
would like to show these results as follows; 1. Learning from the stricken area, Tohoku area 2. 
Learning from the peer through the activities 3. Learning from the cooperation with other agencies; 
government, companies, NPOs etc. 4. Learning from the social contribution and participation 5. 
Learning from the geographical and historical background by Great Hanshin Awaji Earthquake. 

研究分野：ボランティア論

キーワード： ボランティア　東日本大震災　阪神淡路大震災　学生　復興支援活動

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 2011年 3月 11日に起きた東日本大震災で
は、未曽有の被害を生み、日本社会が悲しみ
の中にあった。 
 同時に、「災害ボランティア」として被災
地に出かける人々が発災直後～1 年間は続出
し、阪神淡路大震災を遥かに上回る大災害と
してボランティア参加者数、各国からの支援、
国内外からの募金も並外れた金額となった。 
 しかしながら、震災から 3年が経つ頃には、
災害ボランティアの勢いも弱まり、発災直後
の被災地へ外部者が駆けつけて支援活動を
行っていた「活気」は消えつつあった。 
 大学では震災当時には学生のボランティ
ア活動を積極的に支援する姿勢を見せたが、
被災地の復興のフェーズが進むことによっ
て学生ボランティアの支援体制も弱体化し、
発災直後に生まれた学生ボランティア団体
もなりを顰めるような状況となっていった。 
 その中でも、発災直後から被災地の現状に
対応しながら、活動を続けている学生ボラン
ティアもあった。それは発災直後の「瓦礫除
去」などの力仕事ではなく、あまり変化が見
えない、地元の人々との交流型の学生ボラン
ティア活動はしっかりと地元に定着しなが
ら進めていた。 
 このような背景から、東日本大震災時の学
生（若者）ボランティアの活動の意義と課題
について考える必要性があった。さらに、こ
の学生ボランティアを様々な形で支援して
いたのは、阪神淡路大震災時に大学生として
地元の復興支援活動に関わっていた若者で
あった。現在では、学生を指導する大学教員、
研究者、NPO 職員などになっており、かつ
ての学生ボランティアが経てきた失敗や課
題を現学生達と活動を共にしながら進めて
いる。 
 この現象に着目し、災害復興支援活動に関
わる若者の役割と可能性に関する研究を本
科研費にて行うこととなった。 
 
２．研究の目的 
 
（１）本研究の目的は、日本の災害復興支援
活動に関わる若者の参加と意識について二
つの大災害（阪神淡路大震災：1995 および
東日本大震災：2011）から明らかにし、本分
野の人材育成の課題と若者の復興支援活動
の役割に関する多様な可能性について検討
する事である。 
 本研究で計画している具体的な対象は、①
阪神淡路大震災（1995 年）でボランティア
活動に参加した学生、若者 ②阪神淡路大震
災を機に現在東日本大震災などの社会貢献
活動に寄与している人々 ③現在東日本大
震災等の復興支援活動に関わる学生である。
若者の「災害復興支援」をキーワードに、本
研究を通して大災害後の若者たちの活動の
可能性と課題を明示する。 

  
（２）本研究では、二つの災害でボランティ
アや復興支援活動に携わった若者（主に大学
生を対象）として、これらの活動を通して彼
らの意識（復興、日本社会、将来への希望）
がどのように変化したのかを見ていく。彼ら
の意識の変化には日本社会の社会的経済的
変化が影響を及ぼしている。それらについて
インタビューや資料調査、フィールドワーク
等から分析を行う。 
 特に阪神淡路大震災で支援活動を行った
当時の大学生は、20 年近くがたった現在、
様々な立場で神戸や関西圏、また日本社会の
「ボランティア」「まちづくり」「社会貢献」
「災害救援」の活動を牽引している。申請者
もこの世代にあてはまる。本研究では、阪神
淡路大震災～東日本大震災～現在にかけて
の彼らの「災害救援」や「社会貢献」に関わ
る意識の変化などの分析を通して、次の世代
である東日本大震災～現在～未来を担う若
者たちの役割と支えるべきシステムについ
て課題提示を行う。 
 
（３）東日本大震災では、多くの大学生がボ
ランティアや寄付（募金）活動などに参加し、
支援活動に関わる意識も高まっていた。しか
しながら、震災直後～1 年間は、メディア等
でも取り上げられ、大学生の意識も復興に向
いていたが、歳月が経つにつれて、復興支援
活動を行う大学生の数も減少し、意識も徐々
に低下している。当初は足しげく東北に通っ
ていた学生ボランティアも金銭的、時間的な
災厄から訪問する人数も減っている。また、
被災地では高齢化や過疎化に拍車がかかり
原動力となる若者が極めて少なく、町の活性
化が進んでいない。しかしながら、その中で
も継続して復興支援活動に携わる学生団体
もおり、被災地とのつながりは震災直後より
も強くなり、信頼関係も生まれ、両者の連携
によるプロジェクト（支援活動を含む）も生
まれてきている。 
 
（４）今回は、東日本大震災の学生（若者）
の復興支援ボランティアを中心として、学生
ボランティアの課題、またそれをサポートす
る形で多様な場面で登場してきている阪神
淡路大震災時の復興支援ボランティアとの
関わりについても明示していく。 
 そして、今回の震災によって生まれた学生
ボランティア活動のムーブメントの課題と
可能性について考えていきたい。 
 
  
３．研究の方法 
 
（１）今回は、特にフィールドが神戸と被災
地である岩手県釜石市、大槌町としているた
め、その地を中心として二つの震災を繋ぐ
「ボランティア」の課題と可能性について考
えていく。 



  
 調査方法、調査対象については、下記の図
の通りである。 
 
 本研究の柱は、日本の災害復興支援活動に
おける若者の参加と意識について二つの大
災害から考察する事である。また、本研究結
果を活かして、災害復興支援における今後の
人材育成の課題と若者の役割に関する多様
な可能性について検討する。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（２）本研究では、申請者自身が 1995 年当
時に高校生として阪神淡路大震災を経験し、
当地で活躍する学生ボランティアや復興支
援に関わるNPOの活動に参加する大学生を見
てきた。また、大学院生の頃には、「災害ボ
ランティア」や「ボランティア」学を研究や
活動を行っていた当時の若者と多く接点を
持っていた。そのことから、申請者の当時の
ネットワークを使いながら調査を行った 
 また、申請者自身が大学生と共に、東日本
大震災の復興支援活動（岩手県釜石市、大槌
町を中心として）を 2011 年から現在にかけ
て継続して関わっている。関西の復興支援に
携わる学生グループやNPOとも連携して活動
を関西、被災地に行ってきた。このネットワ
ークやフィールドを使い、申請者自身が時に
活動の「当事者」となりながら、学生の参与
観察を行い、本研究を進めた。 
 
４．研究成果 
 
（１） 活動のプロセスについて 

 被災地の復興支援活動は、復興の
フェーズによってニーズが変わり、
それに対応する形で計画される。そ
のため、学生が当初思い描いていた
「災害ボランティア」のイメージで
の「瓦礫除去」などは 2012 年頃には
終了し、仮設住宅で孤立しているお
年寄りのコミュニティ支援に変化し
ていった。 
 また、2014 年度以降は復興住宅が
徐々に建設されるようになってから
は、コミュニティ支援のためのイベ
ント企画運営に変化していった。同
時に、震災から 3 年以上経ったころ
には東北以外の地域では、震災の記
憶や支援の風化が起こってきており、
被災地ではない地域での発信活動か
らの支援活動が求められてきた。「被
災地を忘れない」という思いをベー
スにして、学生ボランティアたちが
自分たちの多様な能力やツールを使
って被災地以外での活動にも力を注
ぐようになった。 
 
 

（２） 復興支援活動を通しての「学び」に
ついて 

 
① 被災地からの学び 
2011 年 12 月から年に２～３回、
被災地（岩手県釜石市、大槌町）に
出かけて活動を行ってきた。その中
で、学生たちが知ったことは、次の
点であった。 
・当時の現状を知る（津波の状況、
被災の状況、防災） 
・復興の状況を知る 
・復興に関する課題を知る 

     
➡町を歩き、コミュニティの人々 
（特にお年寄り）の話を聞くことを
通して何が問題になっているのか、
報道では触れられない（知ることの
できない）、地元の生の声から課題
を知る、感じること 
 
 学生たちは報道や SNS などによ
って情報は瞬時に入ってくるよう
になり、被災地でずっと生きている
人々の息遣い、被災後の悲しみや痛
み、そして復興に向けて格闘する強
さや逞しさ、学生などのボランティ
アといった外部者を快く受け入れ
てくれる優しさを感じ取ることが
できた。何よりも「知っている」つ
もりであった自分を知り、何も分か
っていなかった自分に被災地で出
会うことで、自身の無力さを感じ取
ることとなった。 
 そして、地元の人々とのふれあい



や被災地という現場に立つことに
よって、自然の魅力；海の美しさと
脅威を感じることができた。 
 このような経験を通して、「被災
地の現実」を知らない身近な人々に
知らせる責任、そして被災地で逞し
く生きる人々と関わっていきたい
という強い思いが垣間見えるよう
になった。 
 この学生の様々な変化は、被災地
の現場から教え、導かれることによ
るものであった。後述するが、学生
たちが「復興支援ボランティア」と
して気負いながら、被災地に出かけ
て行ったものの、自身の無力さとい
う壁を前にしたことから見えたこと、
さらに自分自身の存在、関わり方に
ついて自答することとなったことは
被災地からの大きな学びとなったと
言えるであろう。 
 
② ピア」（同世代）からの学び 
 東日本大震災の復興支援をきっか
けとして、今まで繋がりが全くなか
ったような他大学の学生や若者がセ
ミナー等の集まりで会することが多
くなった。それにより、復興支援と
いう同じ目的で集まる学生たちには、
下記のようなトピックでまとめるこ
とができる。 

    ・同じ地域（神戸）から同じ被災地
（釜石・大槌）を支援している若者
として（図１） 

     ➡ 異なる視点（専門分野）で同
じ被災地を訪れる 

    ・同じ地域（神戸）から異なる被災
地（釜石市、気仙沼市、相馬市）を
支援している若者として 

     ➡ 異なる地域からの共通の課
題を共有する 

     ➡  異なる地域を支援しながら
地元で共同の活動をする 

       ・異なる地域（神戸・東北）から異
なる被災地を支援している若者と
して（図２） 

     ➡ 互いの「期待」「思い」を交
換する 

     ➡「交わる」・・・若者としての
迷い、やりがい、喜び 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
③ 他機関との連携による学び 
 在関西の企業との連携による、発
信活動が行われた。多くがイベント
であったが、被災地の記憶を風化さ
せないために、企業と学生たちが連
携して発信活動を行った。 
 また、企業だけではなく、官庁（復
興庁）や NPO などとも連携し、各組
織の専門性について学生自身が学び
ながら、現在の復興支援活動の有り
方について考えることとなった。 
 
④ 社会貢献、社会参加に対する問い‐
学び 
 「社会」に対する問いかけを行う
こととなった。様々な機関や地域の
人々と関わることによって、学生（若
者）である自分自身ができることは
何か？ という問いかけを行うと共
に、「大学生」から「社会人」へと将
来設計を行う過渡期にある学生たち
が「社会構成員の一員」として考え
るきっかけとなった。 
 また、「社会貢献に関する問い」と
して、「『ボランティア』への疑問」
というものが出てきた。 
 学生自身が今行っている活動は、
「ボランティアと言えるのか？」と
いう疑問と葛藤が生まれてきた。学
生たちの中に社会が考えている、も
しくは自身が「あるべきもの」とし
て捉えている「ボランティア活動」
と今、携わっている活動に「ズレ」
が生じている事への葛藤であった。 
 被災地に足繁く通うことによって
生まれてきた多くの出会いと多様な
物語、そして自身の被災地との関係
性の変化が「ボランティア」活動と
して客観的に主張できるものではな
いことを意識するようになったこと
がある。 
 本項目の学生の「ボランティア」
の意識の変化については、今後の研
究として論文にまとめていきたいと
考えている。 
 社会、市場での「ボランティア」図１ 

図２ 



への期待と現場（被災地）での出会
いから「ボランティアと言わない若
者たちの出現」があり、これが現在
の復興支援活動や他のボランティア
活動の弊害になっている部分もある
と考える。その点については、更な
る研究課題として考えていきたい。 
 
⑤ 学生が自ずと担ってしまった地理
的背景からの学び（神戸から東北
へ：阪神淡路大震災から東日本大震
災へ） 
学生が在籍する大学は神戸市内に
あり、阪神淡路大震災で被災してい
た。また、教職員も震災で被災した
り、支援の経験を持ち、当時の話を
聞いたり、見たりすることも多くあ
った。さらに、東日本大震災の復興
支援活動を通してつながった NPO の
方々からも震災当時の話や今に続く
問題点などについて話をしていただ
くことで「神戸に今いること」の意
味を自ずと感じるようになった。 
そこから、「かつての被災地、神戸
で学ぶ学生として、東日本大震災の
被災地に対して何ができるのか？」
ということを考え、行動に移すよう
にもなった。 
本項目についても後日論文にまと
めて報告していく。 
学生たちが震災後 20 年の追悼の
式典に参加した際に残した記述とし
て、「町の復興はしてきているが、心
に残った悔しさや悲しさは何年たっ
ても消えないと思った」「私たちは
1995 年生まれで阪神淡路大震災を
経験していません。そんな私たちに
できることは・・・震災によって亡
くなった方々や遺族の深い悲しみ、
復興活動においての様々な人の思い
などに耳を傾け、『過去の出来事』と
して終わらせることがないように語
り継ぐことだと思います」といった
記述が多く見られた。また、大槌町
出身で神戸の大学に在籍していた学
生は、この式典の参加を通して、「こ
れまで、被災地と言えば自然に東日
本大震災を思い浮かべた。阪神淡路
大震災 20 年の節目で足元の神戸が
大槌とおなじ被災地だったというこ
とに初めて気づけた気がした（読売
新聞 2015 年 1月 18 日）」という感
想を語っている。 
 このことから自身が震災の復興支
援をしていくことの大切さを改めて
感じ、復興支援活動の理念の前提を
改めて感じ、行動するようになった。 
 さらに、復興支援活動に携わって
いる神戸のメンバーで毎年開催され
ている「こうべ i ウォーク」に参加

した際には、阪神淡路大震災時に復
興支援活動やまちづくりに邁進され
ていた専門家の方々との交流をとお
して、次世代を担う学生達との復興
支援のバトンリレーが交わされるよ
うなシンポジウムが行われた。 
  
 

（３） 阪神淡路大震災世代と東日本大震災
世代ボランティアの比較 
 阪神淡路大震災当時は、比較的大
学（若者）が多い地域が被災したこ
ともあり、学生自身が「当事者」意
識を持って「継続的に」活動を行っ
ていた。震災直後は全国からボラン
ティアが駆けつけていたが、3か月が
経つと大学生たちは自発的にボラン
ティアサークルなどの組織を作った
り、市民団体（のちの NPO）に関わっ
たりしながら活動が続けられた。ま
た、その頃に活発に活動していた学
生たちが現在の社会起業家と呼ばれ
る草分け的存在となり、学生ボラン
ティア団体を創設していくこととな
った。また、現在では東日本大震災
の復興支援のみならず、地域やグロ
ーバル社会の多様な課題について、
学生を指導しながら活動を行う役割
を担っている。 
 東日本大震災復興支援活動に携わ
った学生の活動や意識で大きく変化
があったのは、活動内容に「発信」
が重要な柱として位置づけられてい
る事である。SNS が広まっている中で、
簡単に情報が入手される時代にあっ
て学生ならではの発信やネットワー
クの構築が見られた。被災地の活動
を通して出会った若者や地元の人々
とFacebookなどを通じて情報交換を
すると共に、活動を互いに励まし合
う事も3.11以降の復興支援活動やネ
ットワーク構築の変化であるといえ
るだろう。 
 阪神淡路大震災当時の学生と東日
本大震災の学生たちの社会貢献やボ
ランティアサポートに関する分析に
ついては、別途論文で詳述する。 
 二つの異なる震災ではあるが、先
の震災で「学生ボランティア」の形
を模索しながら築き上げた阪神淡路
世代がおり、彼らの失敗やネットワ
ーク、そして熱意に影響を受けて、
東日本大震災世代の活動が現在ある。 
 「学生ボランティア」という一時
のブームに終わることなく、震災後 6
年経った今も様々に形を変えながら、
学生が地理的には非常に遠い地域の
復興支援に携わっているのは、それ
ぞれの指導者（阪神淡路大震災世代）
の影響を日常的に感じているからだ



とインタビュー調査やフィールドワ
ーク等から分かった。 
 本件については、学生インタビュ
ーから研究レポートという形でまと
めていく。 

 
 

（４） 学生「ボランティア」の可能性と課
題 
本研究では、東日本大震災の復興
支援活動に申請者自らが当事者とし
て学生と関わりながら、復興支援活
動の学生ボランティアの意味につい
て検討することとなった。 
申請者自身も阪神淡路大震災世代
として今の支援活動に携わる学生た
ちへの「バトン」リレーを行うとい
う意識を持ちながら、研究対象者で
ある学生たちに関わることとなった。 
そのため、当初計画していたより
も東日本大震災の復興支援学生ボラ
ンティアに関わるボリュームがかな
り多くなってしまったことはある。
しかしながら、フィールドワークを
通して、見えてきた学生ボランティ
アの可能性と課題については、今後
に生かすことができると考える。 
可能性と課題については、下記の 3
点がまず挙げられるだろう。 
① 被災地での活動 
（地元の人々と目標を共有する） 
  ➡共有のプロジェクトが生ま 
れる（現地、支援者：学生を含 
む） 
➡新たな希望を共有する 

       
② 大学教育の視点から 
教育活動としての学生の「活
動」をどう捉えるか？ 

      ➡自身の無力さと可能性を知 
る（Vulnerability の経験） 
「寄り添う」ことの意味を知 
る 

      ➡学生の主体性と被災地（地元 
の人々）との関係 

      ➡継続性（何をどこまで続ける
か？ ボランティアとして
の限界と non-ボランティア
としての可能性に移行する
こと） 

 
①については、震災直後からの大学ボラ
ンティアの記録や書籍で多く論じられて
きた。しかしながら、震災後 6 年を超え
た今だからこそ、継続して被災地に関わ
ってきた学生や若者として考え、論じる
ことができることもある。また、今だか
らこその可能性を述べることもできる。 
② についても同様に、学生に寄り添っ 
た活動であるからこそ見えてきた点が

ある。本件についても、今後「復興支援
活動における学生ボランティアの可能
性と課題」というテーマのもと、ボラン
ティア学研究等の中で論文としてまと
めていく。 
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